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Ⅰ．調査の概要 

 

◆ 調査地域 ： 越谷市全域 

◆ 調査対象 ： 市内在住の 18 歳以上の男女 5,000 人 

◆ 抽出方法 ： 住民基本台帳より無作為抽出 

◆ 調査方法 ： 郵送方法（郵送配布・郵送回収） 

◆ 調査期間 ： 平成 27 年 7 月 1 日～平成 27 年 7 月 16 日 

◆ 回収結果 ： 有効回収数 2,496 人 回収率 49.92％ 

  この報告書概要版は、平成２７年７月１日～７月１６日にかけて実施した 

  「平成２７年度市政世論調査」の主な結果をまとめたものです。 
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Ⅱ．調査回答者の属性 

 

回答者の属性は以下の通りである。 

 

◆性別（n=2,496） 
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◆職業（n=2,496） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            ◆世帯の状況（n=2,496） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 

 

桜井 

大袋 

荻島 

新方 

大沢 

北越谷 
増林 

大相模 

川柳 
蒲生 

南越谷 

蒲生 

越ヶ谷 

出羽 

持
ち
家
一
戸
建
て

民
間
借
家
一
戸
建
て

民
間
分
譲
マ
ン
シ

ョ
ン

民
間
賃
貸
マ
ン
シ

ョ
ン
・

ア
パ
ー

ト

公
団
公
社
等
分
譲

マ
ン
シ

ョ
ン

公
団
公
社
等
賃
貸

マ
ン
シ

ョ
ン

社
宅
・
官
舎

間
借
り
・
下
宿
・
寮
・

寄
宿
舎

店
舗
・
事
務
所
併
用
住
宅

そ
の
他

無
回
答

69.0

2.0
13.2 10.1

0.8 1.1 0.8 0.5 1.0 0.4 1.1
0%

20%

40%

60%

80%

桜
井
地
区

新
方
地
区

増
林
地
区

大
袋
地
区

荻
島
地
区

出
羽
地
区

蒲
生
地
区

川
柳
地
区

大
相
模
地
区

大
沢
地
区

北
越
谷
地
区

越

ヶ
谷
地
区

南
越
谷
地
区

無
回
答

11.5

4.9

7.7

13.4

4.0

7.7

11.9

2.2

7.4
6.0

3.8

9.5 9.1

1.0

0%

5%

10%

15%

20%

(％)

1年未満

2.1

1～3年未満

3.2 3～5年未満

3.0
5～10年未満

7.5

10～15年未満

6.7

15～20年未満

7.1

20～30年未満

18.0
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(％)
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している
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仕事の関係で
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11.6

11.6
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Ⅲ．調査結果 

 

１．暮らしや居住意向について 

 

○現在の暮らし向きについて『満足』（｢十分満足している｣＋｢十分とはいえないが一応満足し

ている｣）が約５割。 

○『定住意向』（｢ずっと住み続けたい｣＋｢どちらかといえば住み続けたい｣）は７割強。 

○『転居意向』（｢どちらかといえば引っ越したい｣＋｢引っ越したい｣）の主な理由は、「交通の

便が悪いので」が１割強で最も多い。 

 

 

図 1-1 現在の暮らし向き（n=2,496） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2 居住意向（n=2,496） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3 転居意向の理由（上位 5 位）（n=431） 
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(％)

よく知っている

22.4

まあまあ

知っている

34.2

聞いたことがある

24.2

知らない

18.1

無回答

1.1 (%)
保健所の開設による保健・医療・健
康に関するサービス向上

身体障害者手帳の交付や老人福祉施
設の運営指導など、福祉施策の向上

高度救助隊の設置など、大規模災害
時等の救助体制の強化

産業廃棄物処理の指導など、生活環
境の保全や公衆衛生の向上

教職員の研修強化による資質向上な
ど、学校教育環境の整備

58.7

50.0

40.5
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22.3
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責任をもたせる

やさしさや思いや
りをもたせる
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61.8

47.9

31.1

30.0

0 20 40 60 80 100 (%)

やさしさや思いやり
をもたせる

礼儀作法を身に
つける

責任をもたせる

身の回りのことが
できるようにする

独立心をもたせる

80.2

60.8

44.6

41.1

17.2

0 20 40 60 80 100

 

 

２．中核市移行について 

 

○中核市に移行した認知度は『知っている』（｢よく知っている｣＋｢まあまあ知っている｣）が

５割半ば。 

○中核市になったことにより期待することは、「保健所の開設による保健・医療・健康に関す

るサービス向上」が６割弱で最も多い。 

 

   図 2-1 中核市移行の認知（n=2,496）      図 2-2 中核市への期待（上位 5 位）（n=2,496） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．男女共同参画について 

 

○「教育・しつけ」で大切だと思うことは、男の子では「責任をもたせる」が６割半ばで最も

多く、女の子では「やさしさや思いやりをもたせる」が約８割で最も多い。 

○男女がともに仕事と家庭を両立するために必要な条件は「育児・介護休業制度を利用できる

職場環境を整備すること」が約６割で最も多い。 

○日常生活のなかでの優先度について、希望は「『仕事』と『家庭生活』をともに優先」が３

割強で最も多く、現実は「『仕事』を優先」が３割強で最も多い。 

○男女共同参画施設が今後力を入れることは「いつでも誰でも気軽に立ち寄れる交流の場」が

５割で最も多い。 

 

図 3-1「教育・しつけ」で大切だと思うこと（上位 5 位）（n=2,496） 

        （男の子）                      （女の子） 
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育児・介護休業制度を利用できる職場
環境を整備すること
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図 3-2 男女がともに仕事と家庭を両立するために必要な条件（上位 5 位）（n=2,496） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3 日常生活のなかでの優先度（希望・現実）（n=2,496） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4 男女共同参画施設が今後力を入れること（上位 5 位）（n=2,496） 
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(％)

参加したことがある

17.5

参加したことはない

78.0

無回答

4.6

(%)

防犯カメラの設置

防犯パトロール

街路灯の設置

不審者情報の提供

補助錠などの住宅侵入
対策グッズの配布

60.5

52.4

50.2

32.3

18.2

0 20 40 60 80(%)

路上強盗・ひったくり

侵入盗

振り込め詐欺

車上ねらい

自転車盗

78.4

66.4

42.5

22.4

20.6

0 20 40 60 80

(%)

地域パトロール活動

登下校見守り活動

防犯講演会等

防犯啓発チラシの作成・
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青色回転灯を装備した車
によるパトロール活動

63.8

42.9

16.3

6.4

2.3

0 20 40 60 80

 

 

４．防犯について 

 

○日頃、脅威や不安を感じる街頭犯罪等は「路上強盗・ひったくり」が８割弱で最も多い。 

○市が行う効果的だと思う防犯対策は「防犯カメラの設置」が約６割で最も多い。 

○自主的な防犯活動には「参加したことがある」が２割弱。 

○参加したことがある自主防犯活動は「地域パトロール活動」が６割強で最も多い。 

○自主的な防犯活動には参加したことがない人の参加意向は、参加したいと「思う」が２割強。 

○自主的な防犯活動に参加したいと思わない人の理由は「時間がない」が約４割で最も多い。 

 

  図 4-1 脅威や不安を感じる街頭犯罪（上位 5位）   図 4-2 効果的だと思う防犯対策（上位 5 位） 

     （n=2,496）                     （n=2,496） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 4-3 自主的な防犯活動の参加（n=2,496）     図 4-4 参加したことがある自主防犯活動 

                                 （上位 5 位）（n=436） 
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(％)
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16.0

無回答
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(%)

時間がない
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防犯は、警察や市の
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近所との付き合いが
ない

ほかにやれる人が
いるから

41.3

30.9

10.5

5.6

3.3

0 10 20 30 40 50

(%)

良好な景観づくりに
役立つ公共事業

目標や基本方針を住民
に示す

景観に関する情報提供
・普及啓発

景観整備のための住民
の合意づくり支援

景観づくりに協力する
際の助成金等

51.7

49.9

35.0

30.7

29.0

0 10 20 30 40 50 60

(％)

参加したいと

思う

23.4

参加したいと

思わない

32.2

わからない

42.3

無回答

2.0

 

 

 

  図 4-5 自主的な防犯活動への参加意向    図 4-6 自主的な防犯活動に参加したいと思わない理由 

      （n=1,946）                  （上位 5 位）（n=627） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．景観について 

 

○住まいの地区の景観（風景）の満足度は『満足』（｢満足している｣＋｢十分とはいえないが、

概ね満足している｣）が６割弱。 

○良い景観（風景）のまちをつくるため、行政に望むものは「良好な景観づくりに役立つ公共

事業」が約５割で最も多い。 

 

   図 5-1 景観（風景）の満足度（n=2,496）    図 5-2 行政に望むこと（上位 5 位）（n=2,496） 
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(％)

水田は積極的に

保全するべき

だと思う

33.4

必要最小限の開発は

容認するべきだが、

それ以外の水田は
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35.0

現状のままで

よいと思う

11.5

一定の開発を容認し、

水田の減少はある程度は

やむを得ないと思う
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水田は積極的に

保全する必要は

ないと思う

1.5

特にない

5.7

無回答

2.7

(%)

多様な生き物の生息場所となる

都市の気温上昇を低減・緩和する

水害を軽減する

川の流れを安定させ、地下水を
涵養（※）する

農業体験学習や地域の交流の場
となる

62.9

42.1

33.7

33.5

27.2

0 10 20 30 40 50 60 70

(％)

日常的に（週１～

２回程度）参加して

もいいと思う

0.9
月１～２回程度

であれば参加し

てもいいと思う

14.0

イベントなどで年１～

２回程度であれば参

加してもいいと思う

59.6

参加できないと思う

19.9

わからない

5.3

無回答

0.2

(％)

必要だと思う

67.9

必要ないと思う

4.4

わからない

23.9

無回答

3.8

 

 

６．水田の保全について 

 

○水田の機能・役割の認知は「多様な生き物の生息場所となる」が６割強で最も多い。 

○水田を今後も保全すべきかの考えについては「必要最小限の開発は容認するべきだが、それ

以外の水田は保全するべきだと思う」が３割半ばで最も多い。 

○水田を保全するための活動は、「必要だと思う」が７割弱。 

○参加してもいいと思う保全活動は「イベントなどで年１～２回程度であれば参加してもいい

と思う」が約６割で最も多い。 

 

図 6-1 水田の機能・役割の認知（上位 5 位）（n=2,496） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            ※涵養（かんよう）：地表の水（降水や河川水）が土壌に浸透し、地下水が供給されること。 

 

図 6-2 水田の保全（n=2,496） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 6-3 水田を保全するための活動（n=2,496）   図 6-4 水田の保全活動への参加意向（n=1,694） 
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(％)
よく知っている

1.8

まあまあ

知っている

9.0

聞いたことがある

22.1

知らない

64.9

無回答

2.2

(%)

市政に関する情報を分かりやすく
公開すること

市職員の意識改革や人材育成に
努めること

市がまちづくりに取り組んでいる
組織の活動内容等を把握すること

情報・活動の拠点となる場所を
提供すること

地域や社会のための活動を学校教育
の一環として取り上げること

57.3

27.6

23.9

23.4

22.3

0 10 20 30 40 50 60(%)

暮らしの安全・安心に
関すること

福祉に関すること

環境に関すること

健康づくりや医療に
関すること

子育てや教育に関する
こと

78.4

58.8

46.3

44.6

37.7

0 20 40 60 80

(％)

必要だと思う

30.8

ある程度

必要だと思う

40.9

どちらとも言えない

21.0

あまり

必要ないと思う

2.7

必要ないと思う

0.9
無回答

3.7

 

 

７．自治基本条例関係について 

 

○「自治基本条例」の認知は『知っている』（｢よく知っている｣＋｢まあまあ知っている｣）が

約１割。 

○自治会等の組織と市が協働する必要性は『必要だと思う』（｢必要だと思う｣＋｢ある程度必要

だと思う｣）は約７割。 

○協働が必要（効果的）な分野は「暮らしの安全・安心に関すること」が８割弱で最も多い。 

○協働の推進に必要な施策は「市政に関する情報を分かりやすく公開すること」が６割弱で最

も多い。 

 

  図 7-1 「自治基本条例」の認知（n=2,496）      図 7-2 組織と市が協働する必要性（n=2,496） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 7-3 協働が必要（効果的）な分野         図 7-4 協働の推進に必要（効果的）な施策 

       （上位 5 位）（n=1,790）                （上位 5 位）（n=1,790） 
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(％)

いる

62.3

いない

34.9

無回答

2.8

(%)

住まいから近い

医師・スタッフの対応がよい

診療内容が適切である

希望の診療科がある

他の医療機関より待ち時間が短い

72.4

28.1

21.6

16.7

11.2

0 20 40 60 80

(%)

あまり医療機関にかかることがない

希望する医療機関がない

１つの医療機関では安心できない

その他

特に理由はない

61.8

13.9

9.4

7.8

13.1

0 10 20 30 40 50 60 70

 

 

８．地域医療について 

 

○「かかりつけ医」の有無は「いる」が６割強。 

○「かかりつけ医」を選んだ理由は「住まいから近い」が７割強で最も多い。 

○「かかりつけ医」を持たない理由は「あまり医療機関にかかることがない」が約６割で最も

多い。 

 

 

図 8-1 「かかりつけ医」の有無（n=2,496） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-2 「かかりつけ医」を選んだ理由（上位 5 位）（n=1,554） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-3 「かかりつけ医」を持たない理由（n=871） 
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(％)

知っている

62.0

知らない

35.3

無回答

2.7

(％)

ｎ=2,496

とても愛着がある

7.7

愛着がある

34.3

やや愛着がある

28.5

愛着がない

5.6

どちらともいえない

18.5

無回答

5.3

(%)

広報こしがや

各種イベント

雑誌、新聞その他メディア媒体

越谷市ホームページ

知人等からの口コミ

76.3

37.3

16.5

12.4

4.5

0 20 40 60 80

 

 

９．越谷特別市民「ガーヤちゃん」について 

 

○越谷特別市民「ガーヤちゃん」の認知は「知っている」が６割強。 

○「ガーヤちゃん」の認知媒体は「広報こしがや」が７割半ばで最も多い。 

○越谷市への愛着は『愛着がある』（｢とても愛着がある｣＋｢愛着がある｣＋｢やや愛着がある｣）

が約７割。 

 

 

図 9-1「ガーヤちゃん」の認知（n=2,496） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2「ガーヤちゃん」の認知媒体（上位 5 位）（n=1,547） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-3 越谷市への愛着（n=2,496） 
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(％)

知っている

50.8
知らない

46.6

無回答

2.6
(％)

イベントに参加

したことがある

6.7
散策順路として

利用したことがある

16.6

イベント参加、散策

順路としての利用が

共にある

3.5
利用したことはないが、

通りかかったことはある

65.9

利用したことも、通り

かかったこともない

7.1

無回答

0.2

(%)

地場農産物等の直売

四季折々のイベント

グルメイベント

フリーマーケット

音楽

36.0

28.0

26.9

19.4

19.0

0 10 20 30 40

(%)

物産展の開催など他地域との観光
物産交流の促進

水辺空間や田園風景等の自然の活用

食（農産物）の活用や農業体験の
促進

伝統・文化の活用

外国人の誘客

44.6

40.3

30.7

22.1

5.7

0 10 20 30 40 50

(％)

ｎ=2,496

定期的にイベントを

開催するなど新たな

賑わいを創出する場所

28.6

新たな観光資源と

して水郷こしがやを

象徴する水辺空間

13.7

葛西用水沿い等を

散策したときの憩い

の空間（休憩場所）

34.1

その他

1.0

特になし

17.3

無回答

5.2

 

 

１０．ウッドデッキの利活用について 

 

○越谷市役所東側の葛西用水沿いに「ウッドデッキ」が整備されていることの認知は「知って

いる」が約５割。 

○「ウッドデッキ」の利用有無は「利用したことがある」が２割半ば。 

○参加したいと思う「ウッドデッキ」でのイベントは「地場農産物等の直売」が３割半ばで最

も多い。 

○「ウッドデッキ」への期待は「葛西用水沿い等を散策したときの憩いの空間（休憩場所）」

が３割半ばで最も多い。 

○今後の市の観光推進事業に期待することは「物産展の開催など他地域との観光物産交流の促

進」が４割半ばで最も多い。 

 
 
  図 10-1「ウッドデッキ」の認知（n=2,496）    図 10-2「ウッドデッキ」の利用有無（n=1,268） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 10-3 参加したいと思う「ウッドデッキ」での   図 10-4「ウッドデッキ」への期待（n=2,496） 

      イベント（上位 5 位）（n=2,496） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           図 10-5 観光推進事業への期待（上位 5 位）（n=2,496） 
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鉄　道 ( 2,496 )

バ　ス ( 2,496 )

タクシー ( 2,496 )

29.8

4.9

1.4

14.9

7.1

2.9

21.0

17.7

10.9

25.4

28.8

38.3

4.5

35.0

39.7

4.2

6.4

6.8

常に利用

している

よく利用

している

ときどき

利用している

たまに利用

している

全く利用

しない

無回答

ｎ
0 20 40 60 80 100 （％）

鉄　道 ( 2,496 )

バ　ス ( 2,496 )

タクシー ( 2,496 )

27.2

8.9

6.5

43.3

24.9

19.7

16.9

39.7

54.8

6.0

11.2

5.2

1.6

6.5

3.2

4.8

8.8

10.6

とても満足

している

やや満足

している

どちらと

も言えない

やや不満

である

とても不満

である

無回答

ｎ
0 20 40 60 80 100 （％）

 

 

１１．市内の公共交通について 

 

○公共交通の利用有無について、鉄道は「常に利用」が約３割、バスは「全く利用しない」が

３割半ば、タクシーは「全く利用しない」が約４割。 

○公共交通の満足度で、『満足』（｢とても満足している｣＋｢やや満足している｣）は鉄道が約７

割、バスが３割強、タクシーが２割半ば。 

 

図 11-1 公共交通の利用有無（n=2,496） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11-2 公共交通の満足度（n=2,496） 
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(％)

経験した

27.0

経験していない

62.6

わからない

5.8

無回答

4.5

(％)

生かしている

41.5

生かしていない

37.8

わからない

16.6

無回答

4.0

(%)

健康・スポーツ

趣味的なもの

パソコン、
インターネット

地域活動

教養的なもの

56.1

38.4

15.0

13.4

11.6

0 10 20 30 40 50 60

(%)

文化・スポーツ活動

地域やまちづくりに
関する活動

福祉に関する活動

学習活動の指導・助言
者としての活動

学校支援ボランティア
などに関する活動

58.9

18.9

16.4

12.9

9.6

0 10 20 30 40 50 60

 

 

１２．生涯学習活動について 

 

○この１年くらいの生涯学習活動の経験有無は「経験した」が３割弱。 

○経験した生涯学習活動は「健康・スポーツ」が５割半ばで最も多い。 

○学んだ知識、経験、技能を生かしているかでは「生かしている」が約４割。 

○生涯学習活動で学んだ知識、経験、技能をどの分野で生かしているかでは「文化・スポーツ

活動」が６割弱で最も多い。 

 

 

  図 12-1 生涯学習活動の経験有無（n=2,496）   図 12-2 経験した生涯学習活動（上位 5 位）（n=674） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図12-3 経験した生涯学習活動を生かしているか  図12-4 経験した生涯学習活動を生かしている分野 

      （n=674）                      （上位 5 位）（n=280） 
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(％)
実際に使って

みて良いと思う

1.6

実際に使っていない

が良いと思う

33.5

どちらとも言えない、

わからない

43.1

実際に使ってみて

必要ないと思う

0.7

実際に使っていない

が必要ないと思う

14.5

無回答

6.6

お知らせ版 ( 1,926 )

季刊版 ( 1,926 )

14.6

15.0

54.8

52.8

24.5

26.1

4.2

3.8

0.6

0.5

1.3

1.9

分かり

やすい

おおむね分

かりやすい

どちらとも

言えない

分かりにくい

ところがある

分かり

にくい

無回答

ｎ
0 20 40 60 80 100 （％）

(%)

広報こしがや「お知ら
せ版」や「季刊版」

越谷市公式ホームページ

公共施設にある
ポスターやチラシ

テレビ広報番組
「いきいき越谷」

越谷ｃｉｔｙメール
配信サービス

73.0

3.6

2.6

1.8

1.7

0 20 40 60 80 (%)

広報こしがや「お知ら
せ版」や「季刊版」

越谷市公式ホームページ

テレビ広報番組
「いきいき越谷」

越谷ｃｉｔｙメール
配信サービス

越谷市携帯サイト

77.2

26.6

9.9

7.1

3.4

0 20 40 60 80 100

 

 

１３．広報について 

 

○市政情報を主に得ているものは「広報こしがや『お知らせ版』や『季刊版』」が７割強で最

も多く、市政情報を得るために活用したことがあるものについても「広報こしがや『お知ら

せ版』や『季刊版』」が８割弱で最も多い。 

○広報こしがやの「ＡＲ（拡張現実）」技術の感想は『良いと思う』（｢実際に使ってみて良い

と思う｣＋｢実際に使っていないが良いと思う｣）が３割半ば。 

○広報こしがやの感想は『分かりやすい』（｢分かりやすい｣＋｢おおむね分かりやすい｣）が「お

知らせ版」で約７割、「季刊版」で７割弱。 

○テレビ広報番組「いきいき越谷」の視聴状況は「知っており、視聴したこともある」が２割

半ば、放映時間は「ちょうど良い」が２割半ば。 

 
 図 13-1 市政情報を得ているもの（上位 5 位）  図 13-2 市政情報を得るために活用したことがあるもの 

      （n=2,496）                    （上位 5 位）（n=2,496） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13-3 広報こしがやの「ＡＲ（拡張現実）」技術の感想（n=2,496） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13-4 広報こしがや「お知らせ版」「季刊版」の感想（n=1,926） 
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(％)

知っており、

視聴したこともある

24.6

知っているが、

視聴したことはない

24.4

知らない、

わからない

47.4

無回答

3.6

(％)長い（２０分程度

が適当だと思う）

3.0 長い（１５分程度

が適当だと思う）

4.6

ちょうど良い

26.1

短い（もっと

長いほうがよい）

1.6
放送する

必要がない

2.4

分からない

55.4

無回答

6.9

(%)

駅周辺の整備

バス路線等公共交通網の
充実

公園や緑地の整備

ごみ・し尿の処理対策

下水道の整備

生活習慣病などの保健衛生
対策

交通安全対策

防犯対策

地域医療や救急医療体制の
整備

土地区画整理事業などの
市街地整備

44.2

17.0

16.4

15.2

11.0

10.9

10.4

10.3

9.7

9.5

0 10 20 30 40 50 (%)

防犯対策

水害や地震などの災害対策

高齢者福祉の充実

交通安全対策

地域医療や救急医療体制の
整備

介護保険の充実

青少年の健全育成

小中学校の教育環境の充実

バス路線等公共交通網の
充実

自然保護や河川の汚濁防止
などの環境保全対策

34.3

26.9

26.8

20.8

19.6

16.8

15.3

14.5

13.9

13.9

0 10 20 30 40

 

 

図 13-5 テレビ広報番組「いきいき越谷」の視聴状況  図 13-6 テレビ広報番組「いきいき越谷」の放映時間 

    （n=2,496）                    （n=2,496） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４．越谷市の施策について 

 

○市の施策に対して、ここ数年のうちで「よくなってきたと感じるもの」は「駅周辺の整備」

が４割半ばで最も多い。 

○市の施策に対して、今後の市政の中で「特に力を入れるべきだと思われるもの」は「防犯対

策」が３割半ばで最も多い。 

 

 

  図 14-1 よくなってきたと感じるもの        図 14-2 特に力を入れるべきだと思われるもの 

       （上位 10 位）（n=2,496）               （上位 10 位）（n=2,496） 
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